
[検討メンバー]
・都市局都市政策課長（座長）
・都市局まちづくり推進課
・都市局市街地整備課
・都市局街路交通施設課
・都市局公園緑地･景観課
・総合政策局公共事業企画調査課
・観光庁地域振興部観光地域振興課

[オブザーバー]
・関東地方整備局建政部
・関東地方整備局企画部広域計画課
・関東運輸局観光部観光地域振興課
・埼玉県産業労働部観光課（第3回）

ガイドラインは、国土交通省内に検討会を設置し、複数回の議論を経て作成した。

検討会は、これから観光まちづくりに取り組む地域として、関東管内の隣接する2市2組の特定地域の自
治体職員等から観光まちづくりに関するプレゼンをしていただき、有識者からのコメントをいただく形式とし
た。

また、検討会に出席した自治体や有識者以外にも、事務局が直接ヒアリングを行い、ガイドラインの内容
に反映した。

これによって、自治体が抱える最初の課題や、正確に認識していない問題点等を把握し、それらの解決
に向けたヒントをまとめた。

検討会のメンバーや各検討会の開催概要は次のとおり。

第１章 ガイドラインの検討経緯

[協力研究機関]
・国土技術政策総合研究所都市研究部
都市施設研究室

[協力自治体]
・小山市（総合政策部総合政策課）
・結城市（市長公室企画政策課）
・川口市（都市計画部都市計画課）
・さいたま市（都市戦略本部都市経営戦略部）

[プレゼンター]
・株式会社日本政策投資銀行(第1回)
・一般社団法人ノオト(第1回)
・株式会社リクルートライフスタイル(第2回)
・都市局街路交通施設課街路交通施設企画室(第3回)
・一般社団法人美園タウンマネジメント(第3回)
・埼玉高速鉄道株式会社(第3回)
・株式会社オープン・エー(第4回)
・一般財団法人日本経済研究所(第4回)
・一般財団法人民間都市開発推進機構(第4回)

[事務局ヒアリング先]
・株式会社アフタヌーンソサエティ
・Ｒ不動産株式会社

[事務局]
・都市局都市政策課都市再構築政策室
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【検討会開催概要】

●第１回検討会（平成２７年１０月９日）

・「古民家活用による地域活性化～観光の観点から～」他

（株式会社日本政策投資銀行地域企画部課長山川未来夫氏）

（株式会社日本政策投資銀行地域企画部副調査役角間崎圭輔氏）

（株式会社日本政策投資銀行企業ファイナンス部副調査役

大久保泰佑氏）

・「都市計画・国土計画と地域再生。そして、観光まちづくり。」

（一般社団法人ノオト 代表理事金野幸雄氏）

●第２回検討会（平成２７年１１月１８日）

・「これからの観光まちづくりに取り組む小山市の課題」

（小山市総合政策部渡良瀬遊水地ラムサール推進課 副主幹

篠原正氏）

（小山市経済部工業振興課 副主幹 古川都氏）

・「観光まちづくりについて」

（結城市副市長石浜均氏）

（結城市産業経済部参事兼産業振興課長兼消費生活センター

所長 田中真一氏）

（結城市産業経済部産業振興課 課長補佐兼観光係長

野村精二氏）

・「２０２０年を見据えた稼ぐ「地域経営」について 観光宿泊動向を

踏まえて」

（株式会社リクルートライフスタイル 企画統括室事業創造部部長兼

じゃらんリサーチセンター長 沢登次彦氏）

第１章 ガイドラインの検討経緯

●第３回検討会（平成２７年１２月１５日）

・「鉄道沿線まちづくりの推進」

（国土交通省都市局街路交通施設課街路交通施設企画室長 川口泉氏）

・「川口市における観光まちづくり」

（川口市技監兼都市計画部長 粟津貴史氏）

・「さいたま市における観光まちづくり」

（さいたま市都市戦略本部東部地域･鉄道戦略部部長佐近裕之氏）

・「来街促進に関する美園地区のまちづくり課題と取り組み展望」

（一般社団法人美園タウンマネジメント 専務理事岡本祐輝氏）

・「埼玉高速鉄道埼玉ｽﾀｼﾞｱﾑ線沿線地域魅力発信の取り組みについて」

（埼玉高速鉄道株式会社代表取締役社長荻野洋氏）

（埼玉高速鉄道株式会社総務部事業推進課課長栗原彰氏）

●第４回検討会（平成２８年３月２日）

・「観光と日常の間」

（株式会社オープン・エー 代表取締役馬場正尊氏）

・「地域経営の視点からみた観光まちづくり事例のご紹介」

（一般財団法人日本研究所調査局長兼地域未来研究ｾﾝﾀｰ副局長

大西達也氏）

・「民都機構の『出資』制度を活用した公民連携事業（観光施設）について」

（一般財団法人民間都市開発推進機構業務第二部長福井誠氏）

【事務局ヒアリング実施概要】

●第１回有識者ヒアリング（平成２７年１２月１４日）

（株式会社アフタヌーンソサエティ 代表取締役清水義次氏）

●第２回有識者ヒアリング（平成２８年２月１８日）

（Ｒ不動産株式会社取締役林厚見氏）
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